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データに適した異常検知器を高速に生成します

Transfer anomaly detection for unseen datasets

未知データセットのための転移異常検知法

異常検知は正常なデータとは性質が異なるデータ（異常）を見つけ出すタスクです。高精度な異常検
知器を作るためには正常/異常の両方のデータが必要です。本研究では、正常データしか得られない
状況でも、関連するデータセットを用いることで適切な異常検知器を高速に生成する技術を作りました。

正常データのみから高精度な異常検知器を作ることは一般に困難です。本技術では、関連データセッ
トの情報を活用することで高精度な異常検知器を生成します。とくに、特殊なニューラルネットモデル
を導入することで、計算コストの高い処理（再学習）なしに適切な異常検知器を生成できます。

IoTの発展により多種多様なデータが得られるようになってきています。これらのデータをAI（人工知
能）に利活用することで、特別なドメイン知識がなくとも高精度な異常検知器を自動生成することが期
待できます。今後は本技術を含むAI技術を発展させ、より安心・安全な社会の実現をめざします。
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異常検知とは 提案法

問題へのアプローチ

正常データと、性質が異なるデータ

（異常）を見つけ出すタスク

• 異常/正常データを用いれば

高精度な異常検知器を学習可

• しかし異常データは希少なため

学習に利用できないケースが多い

正常データセットに加えて異常/正常を含

む複数の関連データセットも活用
例）画像データ：撮影環境が異なる画像など

• 正常データの集合を入力すると対応する異常検知器を出力する

ニューラルネットワークモデル（NNモデル）を導入

• 複数の関連データセットでNNモデルを事前学習

⇒ 正常データのみのデータセットから適切な異常検知器を
再学習なしで生成可能に

NNモデル

異常検知器に
よる決定境界正常データ集合

異常データがなくとも関連データセットの情報を
活用することで適切な決定境界を生成できる
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